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平成 24 年 8 月 20 日 
各 位 
 

                         会 社 名 株式会社エリアクエスト株式会社エリアクエスト株式会社エリアクエスト株式会社エリアクエスト    

（ｺｰﾄﾞ番号：８９１２ 東証マザーズ）  
代 表 者 名 代表取締役 清 原 雅 人 

お問合せ先              

 経営企画室長 種 崎 博 寿 
ＴＥＬ：０３－５９０８－３３０１ 

                                                  

特別利益及び特別損失の計上並びに業績予想と特別利益及び特別損失の計上並びに業績予想と特別利益及び特別損失の計上並びに業績予想と特別利益及び特別損失の計上並びに業績予想と実績実績実績実績値値値値とのとのとのとの差異に関するお知らせ差異に関するお知らせ差異に関するお知らせ差異に関するお知らせ 

 

 当社は、平成 24 年６月期第 4 四半期におきまして、下記のとおり特別利益及び特別損失を計

上することと致しましたのでお知らせいたします。 
 また平成 23 年 10 月 31 日に公表した平成 24 年６月期通期業績予想と、本日公表の実績値に

差異が生じましたので下記のとおりお知らせいたします。  
 

記 

 

１． 特別利益及び特別損失の計上について 

 (１) 特別利益 

●保険解約益 

 資産の効率的活用を図る為、役員の事故に備え加入しておりました生命保険を解約し、保険

解約返戻金 3,304万円を保険解約益に計上いたします。 
 

●新株予約権戻入益 

 当社の役員および従業員が新株予約権を自主的に放棄する申し出を行ったため、888 万円

を新株予約権戻入益に計上いたします。 

 

(２) 特別損失 

●固定資産除却損及び事務所移転費用 

 平成24年7月10日リリース「本社移転に関するお知らせ」の通り、本社機能の移転に伴い、

430万円を固定資産除却損、841万円を事務所移転費用に計上いたします。 

 

●投資有価証券売却損 

 資産の効率的活用を図る為、当社が保有する投資有価証券の一部を売却することにより、 

82 万円の投資有価証券売却損を計上致します。 

 

●投資有価証券評価損 

 当社が保有する投資有価証券のうち時価が著しく低下している投資有価証券について、  

78 万円の投資有価証券評価損を計上いたします。 

 

●貸倒引当金繰入額 

１ 当社の一部債権の回収に懸念が生じました結果、350万円の貸倒引当金繰入額を計上い

たします。 

２ 当社の子会社への一部債権につきまして、650万円の貸倒引当金繰入額を計上いたしま

す。なお、当該貸倒引当金繰入額は当社単体でのみ計上されるものであり、連結におい

ては相殺されるため、連結業績に与える影響はございません。 
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●和解金 

 当社と取引先との間にて和解金 141 万円を支払うこととなりましたので、141 万円の和解

金を計上いたします。 

 

 

２. 平成 24 年６月期 通期業績予想と実績値との差異について 

 

平成 24 年６月期 通期連結業績予想数値と実績値との差異 

（平成 23年７月１日～平成 24 年６月 30 日） 

 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 652 16 15 17 90.08 

今 期 実 績（Ｂ） 646 4 5 19 91.29 

増 減 額（Ｂ―Ａ） △5 △11 △9 1  

増 減 率（％） △0.9 △73.9 △61.9 8.8  

（ご参考）前年同期実績

（平成 23年６月期） 

595 △45 △43 △50 △242.75 

 

平成 24 年６月期 通期個別業績予想数値と実績値との差異 

（平成 23年７月１日～平成 24 年６月 30 日） 

 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 242 △21 △19 △18 △88.01 

今 期 実 績（Ｂ） 201 △51 △48 △33 △160.76 

増 減 額（Ｂ―Ａ） △40 △29 △28 △15  

増 減 率（％） △16.9 ― ― ―  

（ご参考）前年同期実績

（平成 23年６月期） 

241 △51 △47 △89 △424.05 

 

 

・ 差異の理由 

（連結） 

 売上高におきましては、仲介等の成功報酬型の売上は前回予想を下回ったものの、ビル管

理及びサブリース等のストック収入型の売上が前回予想を上回ったことにより、全体として

は概ね予想とおりに推移いたしました。しかしながら、営業利益及び経常利益につきまして

は、ストック収入型の売上が予想以上に伸びたことにより、それに伴う初期コストも予想以

上にかかり、前回予想を下回りました。当期純利益につきましは、事務所移転費用等の特別

損失を計上いたしましたが、それを上回る保険解約益等の特別利益を計上したことにより、

前回予想を上回りました。 

 

（個別） 

 売上高におきましては、連結子会社からの業務委託手数料収入等が減少したことにより、

前回予想を下回りました。また、営業利益、経常利益及び当期純利益につきましても、年間

を通してコスト削減に努めてまいりましたが、上記（連結）に記載した、ストック収入型の

売上拡大に伴う初期コストが予想以上にかかったこともあり、売上の減少を補うまでに至ら

ず前回予想を下回りました。 

以上 


